
 

活動名 涼風！恐怖 妖怪 NIGHT 

代表者氏名・所属 佐藤琴乃：文教育学部人間社会科学科社会学コース２年 

構成員氏名・所属 南有紗：文教育学部言語文化学科日本語・日本文学コース３年 

エルギュゼルオール・エジェ：文教育学部日本語教育学科日研生 

大竹遥：生活科学部人間生活学科生活文化学講座２年 

薩摩悠理：生活科学部人間生活学科生活文化学講座２年 

嶋田有莉：文教育学部言語文化学科仏語圏言語文化コース３年 

2017 年 7 月 21 日（金）夕方。お茶の水女子大学に悲鳴が響いた。 

それは、学内に突如現れた「妖怪」たちの仕業だったという。その妖怪たちを招いたのは、学部

生。大学に訪れている交換留学生たち及び本学学生に向けて、①日本文化を伝える②友人の輪

を広げる③夏の暑さを打破する、という目的のもと、夏にぴったりな妖怪イベントを実施した。 

内容は、①座学②お面作り③肝試しの三

本柱で、妖怪について楽しみながら知るこ

とを目指した。座学では、クイズ形式で妖怪

について紹介し、全 15問を全て正解した人

はいない、難問揃いであった。また、鳥山

石燕の妖怪画集『画図百鬼夜行』から著名な妖怪を厳選し、絵

を展示した。お面作りでは、鬼と狐の型紙を準備した。参加者

は自由に色を付け、そのお面を着けることで妖怪になる体験を

した。肝試しでは、教室に順路を作り、妖怪を配置した。妖怪

は、一反木綿、口避け女、塗り壁を人が演じ、座敷わらし、般若、

狐、目目連は作製物を設置した。会場からは悲鳴が聞こえ、特

に日本人学生が怖がっていた。留学生のなかには、笑いなが

ら余裕でクリアした生徒もいた。 

1 時間 30 分の開催であったが、参加者は約 21 名、大多数が留学生であった。今回のイベント

が、日本文化である妖怪について、外国の方々が知る機会となったことを願う。チームは、2 か月か

けて、週１回の会議を重ねてイベントの実現にいたった。企画の構想から準備、運営まで全てを経

験でき、今までにない挑戦の場であったと振り返る。 


